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仏教が中国社会に広く浸透していった魏晋南北朝時代の五世紀、仏像のスタイルに大

きな変革が起きた。如来像の中国式服制や菩薩像のＸ字型天衣といった中国独自の着衣

形式の尊像が、突然変異的に出現したのである。 

この仏像の着衣形式（服制）の変容は、日本の飛鳥時代止利様式の源流をめぐる問題

とも重なって関心が持たれているが、その形式の出現を、南北朝時代のうちのどの地域

のどの時期とするかは、いまだ定説をみていない。この様式起源の問題については南朝

の中心地であった江南地域からの新発見を待たない限り新しい展開は望めないが、本発

表では、起源論とは別に、如来像の中国式服制が、どのような社会的要請によって出現

したのかを今一度再検討してみることにしたい。 

これまでの研究によって、如来像の中国式服制は、中国の俗人の服装に似せたもので

あることが知られるが、胸元を開け袈裟の末端を肘にかけるという中国式服制の特徴は、

僧侶の袈裟の着け方を定めた「斉整著三衣戒」で禁じられた「象鼻」という着衣法であ

ることは、問題視されて来なかった。本来、袈裟の着衣法は律によって定められ、俗人

に似せることは禁じられていた。その仏像・僧侶の服制を改め俗人に似せるという変化

は、形式の中国化という言葉で簡単に片付けるべきではなく、より強制的な要因を考え

なければならない。かつてその要因として北魏の漢化政策や、皇帝を当今の如来とする

皇帝即如来思想などが挙げられたが、むしろその要因として、南北朝時代から盛んにな

ってきた三教交渉、すなわち中国固有の宗教である儒教・道教の側からの仏教攻撃にあ

ると考えられるのである。 

本発表では、仏像・僧侶の中国式服制を「律からの逸脱」「服飾の礼との対立と融和」

「排外主義への対抗」という観点から、その出現の意義を考察し、中国仏教美術史上の

重要な転換点として位置づけることを試みる。 

 

 

 

 

 

 

 

 


